
訪問介護重要事項説明書 

 

１．当社が提供するサービスについての相談窓口 

  電    話    ０７５－６２１－９０５８    ﾌｧｯｸｽ   ０７５－６２１－９０８７ 

  営業時間    月曜日～金曜日   午前９:００～午後６:００まで 

                              《但し、土日祝祭日及び年末年始（12/29～1/3）を除く》 

  担    当   

  ※御不明な点は、なんでもおたずねください。 

 

２．当事業者及び事業所の概要 

 (1) 提供できるサービスの種類と地域 

事業者名 StarQ ケア株式会社 

所在地 東京都港区赤坂 1 丁目 8 番 1 号 

電話 ０５０－２０００－５０７１ 

事業所名 スターク訪問介護ステーション伏見 

事業所所在地 京都市伏見区鍋島町２２－１プレスト桃山１階 

介護保険指定番号 ２６７０９１８７０１ 

サービスを提供する地域 京都市伏見区全域 

第三者評価の実施の有無 なし 

＊ 上記地域以外もサービスの提供を致します。 

 

(2) 当事業所の職員体制 

 資格 常勤 非常勤 計 

管理者 介護福祉士 1名  1名 

ｻｰﾋﾞｽ提供責任者 介護福祉士 3名  3名 

事務職員   1名 1名 

従
事
者 

介護福祉士 3名 5名 8名 

介護職員実務者研修・介護職員初任者研修    

1～２級修了者  14名 14名 

  

(3)サービス提供時間帯 

 通常時間帯 早      朝 夜       間 深      夜 備       考 

 8:00～18:00 6:00～8:00 18:00～22:00 22:00～6:00  

平日 ○ ○ ○ ○  

土･日・祝日 ○ ○ ○ ○  

＊時間帯により料金が異なります。 

 

 

 

 

 

 



３．サービス内容 

(1) 提供するサービスの内容について 

サービス区分と種類 サ ー ビ ス の 内 容 

訪問介護計画の作成 

利用者に係る居宅介護支援事業者が作成した居宅サービス計画

（ケアプラン）に基づき、利用者の意向や心身の状況等のアセス

メントを行い、援助の目標に応じて具体的なサービス内容を定め

た訪問介護計画を作成します。 

身

体

介

護 

食事介助 食事の介助を行います。 

入浴介助 
入浴（全身浴・部分浴）の介助や清拭（身体を拭く）、洗髪など

を行います。 

排泄介助 排泄の介助、おむつ交換を行います。 

特段の専門的配慮

をもって行う調理  

医師の指示に基づき、適切な栄養量及び内容を有する特別食（腎

臓病食、肝臓病食、糖尿病食、胃潰瘍食、貧血食、膵臓病食、脂

質異常症食、痛風食、嚥下困難者のための流動食等）の調理を行

います。 

更衣介助 上着、下着の更衣の介助を行います。 

身体整容  日常的な行為としての身体整容を行います。  

体位変換 床ずれ予防のための、体位変換を行います。 

移動･移乗介助 室内の移動、車いす等へ移乗の介助を行います。 

服薬介助 配剤された薬の確認、服薬のお手伝い、服薬の確認を行います。 

起床・就寝介助 ベッドへの誘導、ベッドからの起き上がりの介助を行います。 

自立生活支援のた

めの見守り的援助 

○  利用者と一緒に手助けしながら行う調理（安全確認の

声かけ、疲労の確認を含む。）を行います。 

○  入浴、更衣等の見守り（必要に応じて行う介助、転倒

予防のための声かけ、気分の確認などを含む。）を行

います。 

○  ベッドの出入り時など自立を促すための声かけ（声か

けや見守り中心で必要な時だけ介助）を行います。  

○  排泄等の際の移動時、転倒しないように側について歩

きます。（介護は必要時だけで、事故がないように常

に見守る。） 

○  車いすでの移動介助を行って店に行き、利用者が自ら

品物を選べるよう援助します。 

○  洗濯物をいっしょに干したりたたんだりすることによ

り自立支援を促すとともに、転倒予防等のための見守

り・声かけを行います。  

生
活
援
助 

買物 利用者の日常生活に必要な物品の買い物を行います。 

調理 利用者の食事の用意を行います。 

掃除 利用者の居室の掃除や整理整頓を行います。 

洗濯 利用者の衣類等の洗濯を行います。 

通院等のための乗車 

又は降車の介助 

通院等に際して、自動車への移動・移乗の介助を行います。（移

送に係る運賃は別途必要になります。） 

(2) 訪問介護員の禁止行為 

訪問介護員はサービスの提供に当たって、次の行為は行いません。 

① 医療行為 

② 利用者又は家族の金銭、預貯金通帳、証書、書類などの預かり 

③ 利用者又は家族からの金銭、物品、飲食の授受 

④ 利用者の同居家族に対するサービス提供 

⑤ 利用者の日常生活の範囲を超えたサービス提供（大掃除、庭掃除など） 



⑥ 利用者の居宅での飲酒、喫煙、飲食 

⑦ 身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為（利用者又は第三者等の生命や身体を保護する

ため緊急やむを得ない場合を除く） 

⑧ その他利用者又は家族等に対して行う宗教活動、政治活動、営利活動、その他迷惑行為 

 

４．利用料金 

 (1) 利用料 

    介護保険からの給付サービスを利用する場合は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、法

定代理受領サービスである時は、利用者から本人負担分の支払いとなります。（介護保険負担割

合証に記した割合） 

ただし、介護保険の給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。 

○訪問介護利用料金（要介護１～５）（基本報酬） 

  【  料金表 ―基本料金・通常時間帯― 】＊地域加算 10.7円を乗じた金額です。 

利用時間 
      

２０分未満 
２０分～    

３０分 

３０分～  

１時間 

１時間以上～ 

１時間３０未満 

１時間から３０分

増す毎に 

利用単位 １６３単位 ２４４単位 ３８７単位 ５６７単位 ８２単位 

身体介護 
１，７４４円 ２,６１０円 ４,１４０円 ６,０６６円 ８７７円 

緊急時訪問介護加算 １００単位  １,０７０円 

生活援助 

２０分以上４５分未満 ４５分以上 

１７９単位 １,９１５円 ２２０単位 ２,３５４円 

身体介護に引き続き生活援助を行った場合の加算（２０分から起算して２５分毎に加算、      

７０分以上を限度） ６５単位 ６９５円 

初回加算 
２００単位 

（初回訪問月及び最終利用日より 2 カ月期間が空いた再利用月） 
２,１４０円 

特定事業所加算（Ⅱ） 所定単位数の１００分の１０に相当する単位数 

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 所定単位数の１０００分の２４５に相当する単位数 

生活機能向上連携加算（Ⅰ） １００単位（１月につき）     １,０７０円 

生活機能向上連携加算（Ⅱ） ２００単位（１月につき）     ２,１４０円 

緊急時訪問介護加算 １００単位（１回につき）     １,０７０円 

認知症専門ケア加算（Ⅰ） ３単位  （１日につき）        ３２円 

認知症専門ケア加算（Ⅱ） ４単位  （１日につき）        ４２円 

口腔連携強化加算 1 回につき 50 単位（1 月に 1 回を限度） ５３５円 

 

＊基本料金に対して、早朝(午前 6 時～午前 8 時)・夜間(午後 6 時～午後 10 時)帯は 25％増し、 

深夜(午後 10 時～午前 6 時)は 50％増しとなります。 

＊上表の料金設定の基本となる時間は、実際のサービス提供時間ではなく、お客様の居宅サービス計

画(ケアプラン)に定められた目安の時間を基準とします。 

＊やむを得ない事情で、かつ、お客様の同意を得て、2 人で訪問した場合は、2 人分の料金となり 

ます。 

 加算について 

※ 特定事業所加算は、サービスの質の高い事業所を積極的に評価する観点から、人材の質や確

保や介護職員の活動環境の整備、重度要介護者への対応などを行っている事業所に認められ

る加算です。 

※ 緊急時訪問介護加算は、利用者やその家族等からの要請を受けて、サービス提供責任者が介

護支援専門員と連携を図り、介護支援専門員が必要と認めたときに、訪問介護員等が居宅サ

ービス計画にない指定訪問介護（身体介護）を行った場合に加算します。 

※ 初回加算は、新規に訪問介護計画を作成した利用者に対して、初回に実施した指定訪問介護、

を同月内に、サービス提供責任者が、自ら指定訪問介護を行う場合又は他の訪問介護員等が

指定訪問介護を行う際に同行訪問した場合に加算します。 

※ 生活機能向上連携加算（Ⅰ）は、「外部の介護予防通所リハビリテーション事業所等にリハビ



リテーション専門職等からの助言を受けることができる体制を構築し、助言を受けて、個別

サービス計画を作成すること」「当該リハビリテーション専門職等が、介護予防通所リハビリ

テーション等のサービス提供の場や ICT を活用した動画等により、利用者の状態を把握した

うえで助言すること」を定期的に行うことを評価し、加算します。 

※ 生活機能向上連携加算（Ⅱ）は、利用者に対して指定介護予防訪問リハビリテーション事業

所の理学療法士等が指定介護予防訪問リハビリテーションを行った際に、サービス提供責任

者が同行し当該理学療法等と利用者の身体の状況等の評価を共同して行った場合に加算しま

す。 

※ 介護職員等ベースアップ等支援加算、介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加

算は、介護職員の処遇を改善するために賃金改善や資質の向上等の取組みを行う事業所に認

められる加算です。同加算は区分支給限度基準額の対象外となります。 

※ 口腔連携強化加算は、口腔の健康状態の評価を実施した場合において、利用者の同意を得て

歯科医療機関及び介護支援専門員に対し、当該評価の結果の情報提供を行った時に算定しま

す。 

※ 認知症専門ケア加算は、日常生活に支障来すおそれのある症状又は行動が認められる認知症

の利用者に対して、専門的な認知症ケアを行った場合に算定します。 

 

◇ 保険給付として不適切な事例への対応について 

次に掲げるように、保険給付として適切な範囲を逸脱していると考えられるサービス提供を

求められた場合は、サービス提供をお断りする場合があります。 

① 「直接本人の援助」に該当しない行為 

主として家族の利便に供する行為又は家族が行うことが適当であると

判断される行為 

・ 利用者以外のものに係る洗濯、調理、買い物、布団干し 

・ 主として利用者が使用する居室等以外の掃除 

・ 来客の応接（お茶、食事の手配等） 

・ 自家用車の洗車・清掃 等 

 

② 「日常生活の援助」に該当しない行為 

 

 
 

・ 草むしり 

・ 花木の水やり 

・ 犬の散歩等ペットの世話 等 

日常的に行われる家事の範囲を超える行為 

・ 家具・電気器具等の移動、修繕、模様替え 

・ 大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ 

・ 室内外家屋の修理、ペンキ塗り 

・ 植木の剪定等の園芸 

・ 宗教に関わる手伝い 

・ 正月、節句等のために特別な手間をかけて行う調理 等 

 

(2) 交通費 

    前期２の(1)のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。 

    それ以外の地域の方は、提供地域との境界部より介護員訪問交通費の実費が必要です。 

（公共交通機関：実費 自動車：1km あたり 15 円 バイク：1km あたり 10 円） 

 

訪問介護員が行わなくても日常生活を営むのに支障が生じないと判断

される行為 



 

(3) その他 

①お客様の住まいで、サービスを提供するために使用する水道、ガス、電気等の費用は、お客様

の負担となります。 

②お客様の依頼により、サービス時間中に生じた交通費（上記記載）はお客様の負担となります。 

③ 料金のお支払方法 

     毎月１０日頃に前月分の請求書を送付致しますので、２６日までにお支払いください。 

支払方法は、原則口座自動引き落しとなります。 

 

５．当社の訪問介護サービスの特徴等 

（1）運営の方針 

１． 事業所が実施する事業は、利用者が要介護状態になった場合においても、利用者が可能な限

りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配

慮したものとする。 

２． 利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者自らの選択に基づき適切な

保健医療サービス及び福祉サービスが、多用な事業者から総合的かつ効果的に提供されるよ

う配慮して行う。 

３． 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って利用者に提供される居宅サービ

ス等が特定の種類または、特定の居宅サービス事業者に不当に偏することのないよう、公正

中立に行う。 

４． 事業にあたっては、利用者の所在する市町村、在宅介護支援センター他の居宅介護支援事業

者、介護保険施設との連携に努める。 

  

 (2)サービス利用のために 

事                   項 有    無 備                                 考 

  ホームヘルパー変更の可否 ○ 
変更を希望される場合はお申し出ください。但し交

代に時間を要することがあります。 

  男性ヘルパーの有無 ×  

  従業員への研修の実施 ○ 概ね1ヶ月に1回研修を実施しています。 

  サービスマニュアルの作成 ○  

 緊急時連絡体制の有無 ○ 連絡先 070-2281-3667 連絡可能時間は １ を参照 

 

６．緊急時の対応方法 

    サービスの提供中に容態の変化があった場合は、事前の打ち合わせにより、主治医、救急隊、御

家族、居宅介護支援事業者等へ連絡をいたします。 

主治医 
主治医氏名  

連  絡  先  

御家族 

氏      名  

連  絡  先 

住所 

 

TEL 

事故発生時の対応 

  利用者に対するサービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者家族、及び市町 

村、居宅介護支援事業所等に連絡を行うとともに、必要な措置を講ずるものとします。また、  

事故の状況及び事故に際して採った処置を記録します。賠償すべき事故が発生した場合は、で 

きる限り速やかに損害賠償を行います。 

 

 

 



7. 虐待の防止について 

事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を講じ

ます。 

（1） 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

虐待防止に関する責任者 桂 知美 

（2） 成年後見制度の利用を支援します。 

（3） 苦情解決体制を整備しています。 

（4） 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

（5） 介護相談を受入れます。 

 

（6） サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）

による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は速やかに、これを市町村に通報します。 

 

８．身体的拘束等について 

  事業者は、原則として利用者に対して身体的拘束等を行いません。ただし、自傷他害等のおそれ 

  がある場合など、利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことが考えられ、以下   

  の（1）～（3）の要件をすべて満たすときは、利用者に対して説明し同意を得た上で、必要 

  最小限の範囲内で身体的拘束等を行うことがあります。その場合は、態様及び時間、利用者の 

  心身の状況、緊急やむを得ない理由、経過観察並びに検討内容についての記録し、５年間保存し

ます。 

  また事業者として、身体的拘束等をなくしていくための取り組みを積極的に行います。 

  （1）切迫性････直ちに身体的拘束等を行わなければ、利用者本人または他人の生命・身体に危  

険が及ぶことが考えられる場合。 

  （2）非代替性･･身体的拘束等以外に、代替する介護方法がない場合。 

  （3）一時性････利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことがなくなれば直ち

に身体的拘束等を解く場合。 

９．衛生管理等 

 （1）訪問介護員の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。 

 （2）事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。 

 （3）事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置を講じます。 

   ①事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会をおおむね 

    ６月に１回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底しています。 

   ②事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 

   ③従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

１０．業務継続計画の策定等について 

 （1）感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定訪問介護の提供を継続的に実施す 

    るための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）策定し、 

    当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。 

 （2）従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に 

    実施します。 

 （3）定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

 

 

 



１１．サービス内容に関する相談・苦情 

 (1) 当社お客様相談・苦情担当 

      担    当      桂 知美 

      電    話      ０７５－６２１－９０５８ 

 (2) その他 

     当社以外に、最寄りの市町村の相談・苦情窓口等に苦情を伝えることができます。 

伏見区役所   健康長寿推進課    ０７５－６１１－１１６２ 

深草支所    健康長寿推進課    ０７５－６４２－３８７６ 

醍醐支所    健康長寿推進課    ０７５－５７１－６７４７ 

京都府国民健康保険団体連合会  代表  ０７５－３５４－９０１１ 

 

   年    月    日 

   訪問介護の提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づいて、重要な事

項を説明しました。 

                      事業者 

                         所在地 京都市伏見区鍋島町 22-1 プレスト桃山 1 階 

 

                         名  称  StarQ ケア株式会社 

スターク訪問介護ステーション伏見   

 

                         説明者  氏 名                                

 

   私は、事業者から訪問介護についての重要事項の説明を受け、サービスを受けること並

びにその利用料を支払うことに同意します。また、サービス担当者会議等において私並

びに家族の個人情報を用いることに同意します。 

 

                       利用者 

                          住 所  

  

                          氏 名                         

                                          

                      （代理人） 

                          住 所   

 

氏 名                         

                                  （続柄：        ）            

 



日常生活支援総合事業重要事項説明書 

 

１．当社が提供するサービスについての相談窓口 

  電    話    ０７５－６２１－９０５８    ﾌｧｯｸｽ   ０７５－６２１－９０８７ 

  営業時間    月曜日～金曜日   午前９:００～午後６:００まで 

                              《但し、土日祝祭日及び年末年始（12/29～1/3）を除く》 

  担    当   

  ※御不明な点は、なんでもおたずねください。 

 

２．当事業者及び事業所の概要 

 (1) 提供できるサービスの種類と地域 

事業所名 StarQ ケア株式会社 

所在地 東京都港区赤坂 1 丁目 8 番 1 号 

電話 ０５０－２０００－５０７１ 

事業所名 スターク訪問介護ステーション伏見 

事業所所在地 京都市伏見区鍋島町２２－１プレスト桃山１階 

介護保険指定番号 ２６７０９１８７０１（介護型） 

サービスを提供する地域 京都市伏見区全域 

第三者評価の実施の有無 なし 

＊ 上記地域以外もサービスの提供を致します。 

 

(2) 当事業所の職員体制 

 資格 常勤 非常勤 計 

管理者 介護福祉士 1名  1名 

訪問事業責任者 介護福祉士 3名  3名 

事務職員   １名 １名 

従
事
者 

介護福祉士 3名 5名 8名 

介護職員実務者研修・介護職員初任者研修    

1～２級修了者  14名 14名 

  

(3)サービス提供時間帯 

 通常時間帯 早      朝 夜       間 深      夜 備       考 

 8:00～18:00 6:00～8:00 18:00～22:00 22:00～6:00  

平日 ○ ○ ○ ○  

土･日・祝日 ○ ○ ○ ○  

＊時間帯により料金が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 



３．サービス内容 

(1) 提供するサービスの内容について 

サービス区分と種類 サ ー ビ ス の 内 容 

個別サービス計画の作成 

利用者に係る地域包括支援センター又は居宅介護支援事業所が

作成した介護予防サービス計画又は介護予防ケアマネジメント

に基づき、利用者の意向や心身の状況等のアセスメントを行い、

援助の目標に応じて具体的なサービス内容を定めた個別サービ

ス計画を作成します。 

身

体

介

護 

食事介助 食事の介助を行います。 

入浴介助 
入浴（全身浴・部分浴）の介助や清拭（身体を拭く）、洗髪など

を行います。 

排泄介助 排泄の介助、おむつ交換を行います。 

特段の専門的配慮

をもって行う調理  

医師の指示に基づき、適切な栄養量及び内容を有する特別食（腎

臓病食、肝臓病食、糖尿病食、胃潰瘍食、貧血食、膵臓病食、脂

質異常症食、痛風食、嚥下困難者のための流動食等）の調理を行

います。 

更衣介助 上着、下着の更衣の介助を行います。 

身体整容  日常的な行為としての身体整容を行います。  

体位変換 床ずれ予防のための、体位変換を行います。 

移動･移乗介助 室内の移動、車いす等へ移乗の介助を行います。 

服薬介助 配剤された薬の確認、服薬のお手伝い、服薬の確認を行います。 

起床・就寝介助 ベッドへの誘導、ベッドからの起き上がりの介助を行います。 

自立生活支援のた

めの見守り的援助 

○  利用者と一緒に手助けしながら行う調理（安全確認の

声かけ、疲労の確認を含む。）を行います。 

○  入浴、更衣等の見守り（必要に応じて行う介助、転倒

予防のための声かけ、気分の確認などを含む。）を行

います。 

○  ベッドの出入り時など自立を促すための声かけ（声か

けや見守り中心で必要な時だけ介助）を行います。  

○  排泄等の際の移動時、転倒しないように側について歩

きます。（介護は必要時だけで、事故がないように常

に見守る。） 

○  車いす等での移動介助を行って店に行き、利用者が自

ら品物を選べるよう援助します。 

○  洗濯物をいっしょに干したりたたんだりすることによ

り自立支援を促すとともに、転倒予防等のための見守

り・声かけを行います。  

生
活
援
助 

買物 利用者の日常生活に必要な物品の買い物を行います。 

調理 利用者の食事の用意を行います。 

掃除 利用者の居室の掃除や整理整頓を行います。 

洗濯 利用者の衣類等の洗濯を行います。 

通院等のための乗車 

又は降車の介助 

通院等に際して、自動車への移動・移乗の介助を行います。（移

送に係る運賃は別途必要になります。） 

 

(2) 訪問介護員の禁止行為 

訪問介護員はサービスの提供に当たって、次の行為は行いません。 

① 医療行為 

② 利用者又は家族の金銭、預貯金通帳、証書、書類などの預かり 

③ 利用者又は家族からの金銭、物品、飲食の授受 



④ 利用者の同居家族に対するサービス提供 

⑤ 利用者の日常生活の範囲を超えたサービス提供（大掃除、庭掃除など） 

⑥ 利用者の居宅での飲酒、喫煙、飲食 

⑦ 身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為（利用者又は第三者等の生命や身体を保護す

るため緊急やむを得ない場合を除く） 

⑧ その他利用者又は家族等に対して行う宗教活動、政治活動、営利活動、その他迷惑行為 

 

４．利用料金 

 (1) 利用料 

    介護保険からの給付サービスを利用する場合は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、

法定代理受領サービスである時は、利用者から本人負担分の支払いとなります。（介護保険負担

割合証に記した割合） 

ただし、介護保険の給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。 

 

○利用料金（事業対象者、要支援１・２） 

  お支払いいただく料金の単価は下記の通りです。＊地域加算 10.7円を乗じた金額です。 

 週 1 回程度 週 2 回程度 週 2 回超程度 

介護型（単位数） １１７６単位 ２３４９単位 ３７２７単位 

月額 １２，５８３円 ２５，１３４円 ３９，８７８円 

生活支援型（単位数） ９８７単位 １９７２単位 ３１２９単位 

月額 １０，５６０円 ２１，１１０円 ３３，４８０円 

初回加算 
２００単位（初回訪問月及び最終利用日より   

2 カ月期間が空いた再利用月） 
２,１４０円 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の１０００分の２４５に相当する単位数 

生活機能向上連携加算Ⅰ １００単位（１月につき） １，０７０円 

生活機能向上連携加算Ⅱ ２００単位（１月につき） ２，１４０円 

口腔連携強化加算 
５０単位／月  

（１月に１回を限度） 
５３５円 

 

  加算について 

※ 初回加算は、新規に個別サービス計画を作成した利用者に対して、初回に実施した日常生活

支援総合事業を同月内に訪問事業責任者が行う場合又は他の訪問介護員等が行う際に同行

訪問した場合に加算します。 

※ 生活機能向上連携加算（Ⅰ）は、「外部の介護予防通所リハビリテーション事業所等にリハ

ビリテーション専門職等からの助言を受けることができる体制を構築し、助言を受けて、個

別サービス計画を作成すること」「当該リハビリテーション専門職等が、介護予防通所リハ

ビリテーション等のサービス提供の場や ICT を活用した動画等により、利用者の状態を把

握したうえで助言すること」を定期的に行うことを評価し、加算します。 

※ 生活機能向上連携加算（Ⅱ）は、利用者に対して指定介護予防訪問リハビリテーション事業

所の理学療法士等が指定介護予防訪問リハビリテーションを行った際に、サービス提供責任

者が同行し当該理学療法等と利用者の身体の状況等の評価を共同して行った場合に加算し

ます。 

※ 介護職員等ベースアップ等支援加算、介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加

算は、介護職員の処遇を改善するために賃金改善や資質の向上等の取組みを行う事業所に認

められる加算です。同加算は区分支給限度基準額の対象外となります。 

 

 

 



◇ 保険給付として不適切な事例への対応について 

次に掲げるように、保険給付として適切な範囲を逸脱していると考えられるサービス提供を

求められた場合は、サービス提供をお断りする場合があります。 

① 「直接本人の援助」に該当しない行為 

主として家族の利便に供する行為又は家族が行うことが適当であると

判断される行為 

・ 利用者以外のものに係る洗濯、調理、買い物、布団干し 

・ 主として利用者が使用する居室等以外の掃除 

・ 来客の応接（お茶、食事の手配等） 

・ 自家用車の洗車・清掃 等 

 

② 「日常生活の援助」に該当しない行為 

 

 
 

・ 草むしり 

・ 花木の水やり 

・ 犬の散歩等ペットの世話 等 

日常的に行われる家事の範囲を超える行為 

・ 家具・電気器具等の移動、修繕、模様替え 

・ 大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ 

・ 室内外家屋の修理、ペンキ塗り 

・ 植木の剪定等の園芸 

・ 宗教に関わる手伝い 

・ 正月、節句等のために特別な手間をかけて行う調理 等 

・  

(2) 交通費 

    前期２の(1)のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。 

    それ以外の地域の方は、提供地域との境界部より介護員訪問交通費の実費が必要です。 

（公共交通機関：実費 自動車：1km あたり 15 円 バイク：1km あたり 10 円） 

 

(3) その他 

①お客様の住まいで、サービスを提供するために使用する水道、ガス、電気等の費用は、お客

様の負担となります。 

②お客様の依頼により、サービス時間中に生じた交通費（上記記載）はお客様の負担となりま

す。 

   ③料金のお支払方法 

     毎月１０日頃に前月分の請求書を送付致しますので、２６日までにお支払いください。 

支払方法は、原則口座自動引き落しとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護員が行わなくても日常生活を営むのに支障が生じないと判断

される行為 



５．当社の日常生活支援総合事業の特徴等 

（1）運営の方針 

１． 事業所が実施する事業は、利用者が事業対象者及び要支援状態になった場合においても、利用者

が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

うに配慮したものとする。 

２． 利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者自らの選択に基づき適切な保健

医療サービス及び福祉サービスが、多用な事業者から総合的かつ効果的に提供されるよう配慮し

て行う。 

３． 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って利用者に提供される居宅サービス等

が特定の種類または、特定の居宅サービス事業者に不当に偏することのないよう、公正中立に行

う。 

４． 事業にあたっては、利用者の所在する市町村、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、介

護保険施設との連携に努める。 

 

(2)サービス利用のために 

事                   項 有    無 備                                 考 

  ホームヘルパー変更の可否 ○ 
変更を希望される場合はお申し出ください。但し交

代に時間を要することがあります。 

  男性ヘルパーの有無 ○  

  従業員への研修の実施 ○ 概ね1ヶ月に1回研修を実施しています。 

  サービスマニュアルの作成 ○  

 緊急時連絡体制の有無 ○ 連絡先 070-2281-3667 連絡可能時間は １ を参照 

 

６．緊急時の対応方法 

    サービスの提供中に容態の変化があった場合は、事前の打ち合わせにより、主治医、救急隊、

御家族、地域包括支援センターや居宅介護支援事業者等へ連絡をいたします。 

主治医 
主治医氏名  

連  絡  先  

御家族 

氏      名  

連  絡  先 

住所 

 

TEL 

事故発生時の対応 

  利用者に対するサービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者家族、及び市町 

村、居宅介護支援事業所等に連絡を行うとともに、必要な措置を講ずるものとします。また、  

事故の状況及び事故に際して採った処置を記録します。賠償すべき事故が発生した場合は、で 

きる限り速やかに損害賠償を行います。 

 

7. 虐待の防止について 

事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を講

じます。 

（1） 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

虐待防止に関する責任者 桂 知美 

（2） 成年後見制度の利用を支援します。 

（3） 苦情解決体制を整備しています。 

（4） 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

（5） 介護相談を受入れます。 

（6） サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）

による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は速やかに、これを市町村に通報します。 



8．サービス内容に関する相談・苦情 

 (1) 当社お客様相談・苦情担当 

      担    当      桂 知美 

      電    話      ０７５－６２１－９０５８ 

 (2) その他 

     当社以外に、最寄りの市町村の相談・苦情窓口等に苦情を伝えることができます。 

伏見区役所 保健福祉センター 健康福祉部 健康長寿推進課 ０７５－６１１－１１６２ 

深草支所  保健福祉センター 健康福祉部 健康長寿推進課 ０７５－６４２－３８７６ 

醍醐支所  保健福祉センター 健康福祉部 健康長寿推進課 ０７５－５７１－６７４７ 

   京都府国民健康保険団体連合会        代表電話    ０７５－３５４－９０１１ 

 

   年    月    日 

   日常生活支援総合事業の提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づい

て、重要な事項を説明しました。 

                      事業者 

                         所在地 京都市伏見区鍋島町 22-1 プレスト桃山 1 階 

 

                         名  称   StarQ ケア株式会社 

スターク訪問介護ステーション伏見   

 

                         説明者  氏 名                                

 

   私は、事業者から日常生活支援総合事業についての重要事項の説明を受け、サービスを

受けること並びにその利用料を支払うことに同意します。また、サービス担当者会議等

において私並びに家族の個人情報を用いることに同意します。 

 

                       利用者 

                          住 所  

 

 

                          氏 名                         

                                          

        

                      （代理人） 

                          住 所  

 

                          氏 名                                         

                   

                            （続柄：      ） 

 


